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概要 

 

 鎌倉市では、平成 24(2012)年７月には「鎌倉市省エネルギーの推進及び再生

可能エネルギー導入の促進に関する条例」（以下、「鎌倉市エネルギー条例」と

いう）を制定しました。 

 この条例に則り策定したエネルギー基本計画では、平成 42(2030)年の将来ビ

ジョンを次のとおり掲げました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、具体的な目標については、「省エネルギーの推進」と「再生可能エネル

ギー等導入の促進」の２つの観点に着目し、次のように設定しました 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【将来ビジョン】 

地域の力で、新たな豊かさと安心を次代へ紡ぐ、 

スマートエネルギー都市・鎌倉 

（詳しい説明は 86ページ） 

 

目標①市内の年間電力消費量 

平成 22（2010)年度比で 

平成 32（2020）年度に、10％削減 

平成 42（2030）年度に、20％削減 

（詳しい説明は 88ページ） 

 

目標②市内の年間電力消費量に対する 

再生可能エネルギー等による発電量の割合 

平成 32（2020）年度に、10％ 

平成 42（2030）年度に、25％ 

（詳しい説明は 88ページ） 

 



４ 

 これらの、将来ビジョンと目標を達成するため、４つの基本方針と、それぞれ

の基本方針にについて取組の方向性を定めました。 

 鎌倉市のエネルギーに関する具体的な取組は、この取組の方向性に基づいて

実施してまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本方針１ 省エネルギーの推進（ソフト面からの省エネ） 

取組の方向性（１） 市の率先行動の推進 

取組の方向性（２） 市民・事業者の省エネ行動の促進 

（基本方針について詳しい説明は 91ページ、具体的な取組については 98ページ） 

基本方針３ 再生可能エネルギー等の導入促進 

取組の方向性（１） 導入促進に向けての環境整備 

取組の方向性（２） より多くの市民が導入拡大に参画できる仕組みづくり 

（基本方針について詳しい説明は 94ページ、具体的な取組については 109ページ） 

基本方針２ 効率的なエネルギー利用の促進（ハード面からの省エネ） 

取組の方向性（１） 市施設の省エネ化・高効率機器の率先導入 

取組の方向性（２） 省エネ型高効率機器の利用促進 

（基本方針について詳しい説明は 92ページ、具体的な取組については 104ページ） 

基本方針４ 低炭素まちづくりの推進 

取組の方向性（１） 低炭素まちづくりに向けたハード整備 

取組の方向性（２） 低炭素社会実現のための環境づくり 

取組の方向性（３） 非常時を視野に入れた効率的なエネルギーインフラの整備 

（基本方針について詳しい説明は 95ページ、具体的な取組については 113ページ） 


